
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

潟上市家庭教育支援チーム 

 （呼称：ＮＰＯ団体はにかむ） 

 URL：https://www.facebook.com/katagami.honeycomb 

 

②活動拠点 秋田市追分 立志塾ＲＩＳＥ 

③活動範囲 潟上市とその周辺地域 

④組織体制 

 

  15 人 

 

 

 

⑤活動開始年度 2020 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

代表   佐藤 存 

（TEL）080-9250-5589  （E-mail）kss_rise@yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.facebook.com/katagami.honeycomb


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・ はにかむカフェ／はにかむトーク 

子育て相談の機会の創出や潟上市を中心とした熟議を開催している。 

・ 子ども縁日 

子育て相談ブースをかまえて、潟上市のお祭りにおける子どもたちや地

域の方との居場所や交流の場を創出し、団体 PR の場にもなった。 

・ 潟上市小中学校サポート団体に登録 

小中学校の活動におけるサポート支援をしている。 

家庭科の授業や生活科の授業へのサポートが多い。 

・ 「二十歳のつどい」フォトスポットの製作 

「二十歳のつどい」におけるフォトスポットを作り保護者への感謝を伝え

る場を用意した。久々に出会う同級生や保護者たちのサポートをした。 

・ 中３応援プロジェクト 

コロナ禍から始めた事業であるが、各中学校の中３生全員へ潟上市民

からさくらのレリーフとメッセージを送った。作成する場所は保護者や地

域の方が集い、様々な情報交換ができている。 

・ 県関係人口創出事業  e-sports 大会、子ども縁日 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

 上記活動をとおして、一定の認知度を得たと感じるとともに、メンバーそれ

ぞれにいろいろな相談や調整事項が入ることが多くなった。潟上市を中心に

子育て世代と地域をつなぐ活動を継続的に展開してきた。子育て相談や地

域課題についての熟議の場を創出し、保護者同士が支え合う関係づくりを

実現している。小中学校へのサポートをとおし、地域の方々、児童生徒、保

護者にも認知してもらう契機となっている。さらにコロナ禍から始めた中３応

援プロジェクトでは、市内全中学３年生へ市民のメッセージ入り桜レリーフを

贈り、地域一体となった応援文化を醸成した。さくら会という団体も立ち上が

り、制作を楽しみにしてくださる方々もおり、サロンとしても有効な場となって

いる。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


